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日立製作所中央研究所は昭和14年頃小平前社長､高

尾前副社長が複雑多掛こ亘る全日立製品の品質改良､新

製品開拓と同時に欧米に率先して新規なる日東独自の科

学技術を創設することを目的として､理学工学の専門科

学者､技術者等従業員約3,000を包含し､近代建築と設

備を有する延15,000坪の綜合研究所を建設せんとする

雄大なる構想に基き創案されたものである｡しかしこれ

を具体化せんとする頃､時局緊迫のため主要資材の入手

困難となり計画の変更を余儀なくされて当初の計画に比

し著しく小規模の現在の中央研究所が昭和17年開設､

爾来10年を経過して現在に到っている｡

その間戦時中の研究資材の不足､終威後の混乱虚脱状

態にもかゝわらず､諸種の困難を克服して終始一貫研究

に専念し､社内外の科学技術の進歩発 に寄与したもの

は少くない｡既にその-一部は日立評論社発行の｢日立製

作所中央研究所創立十周年記念論文集｣並びに社内外専

門学術雑誌に寄稿紹介されている｡

最近社運の隆盛に伴い研究陣容､設備も漸次充実し､

近く近代的無塵､冷暖房装置を具備する鉄筋コシタリー

トの新研究筆を計画し､当初の計画の一部を実現せんと

しており研究員も国家復興の熱意に燃え関係工場と協力

一致､研究に邁進しているので有用なる成果が社内製品

に適用され内外に誇示し得るようになるであろう｡

所 在 地

中央研究所は国電中央線国分寺駅より徒歩十数分の距

附こあり､白色万代塀に閉まれた敷地約65,000坪の森

の申に建坪延約3,000坪の建物が散在している｡

人

一日立製作所中央研究所点眼図

所員は210名余りで物理､化学､雷電気､金属､機械の

5部門の専門家が比較的基礎の方面より､日立製品の開

拓､品質改良､原価軽減等の目的を以て研究を行ってい

･:㌧

研究内容及びエ場との関係

前述の如く日立製作所製品ほ多肢に亘り各製品に直接

関連する研究ほ各製品の製造工場に於ける研究 が担当

L､軋立製作所中央研究所では会社製品に共通する基礎

的研究テー‥マ㌧-が多い｡

最近 の発達著しく､真峯管､通信機及び強電

方面に対するその応用は剖目すべきものがあるので､特

にこの方面にほ重点を置き､真墓管用金属材料､酸化物

陰極､放電管､光電管､ブラウソ管､板極管､二次電子

管､熱 手放射材料､鉱石検波器､電話用炭素粉､サー

スター､極超短波通信機等の品質改良､新しい技術の

拓の外､自動制御の印刷機及び自記分光光度計への応

同等はその内の主要なもので､現在強力に研究を進めて

いる｡

その他我国技術の先端を行く電子顕微鏡､質量分析計､

超遠心機､電子廻折装置､計数管による放射能測定､抵

抗線歪計､日立式分光分析法等の最近計測機及びこれ等

を応用せる種々の貴重なるデ←ターほ建都の科学技術の

進歩に少なからず貢献している｡

全社製品に共通するテーマーとしてほ鉄鋼材料中の各

種ガスの挙動､鉄 材料の欠陥を検査する超音波探傷装

置､ベータートロ∵ノ､振動騒音､金属組織の超微細構造､

回路電圧 流の安定､推計学の品質管理への応用､電気

絶縁材料の吸湿の機構､接着剤､歯軍等の研究が挙げら

れる｡

これらの研究成果は関係工場と検討の上逐次実用化さ

れ設計及び製造技術の進歩を促しつゝある｡
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現在迄に得られた主なる研究成果と概況

これまでに公表された研究成果のうち主なるものゝ一

部を紹介して御参考に供したい｡

1)絶縁材料の吸湿と電気的性質

絶縁材料の湿気又は水分による性能低下は良く知られ

ている事実であるが､これに関する系統的且つ基礎的な

研究は殆ど見当らない｡日立製作所中央研究所でほ昭和

18年以来､絶縁材料､主として有機材料の吸湿と電気的

性質に就いて多くの実験を重ね現在では水分の吸着機構

を明らかにする立場より研究を続けている｡

2)シルミソダイカストの研究

シルミソのダイカストには種々の問題があるが､その

内最も重要と思われる金型の亀裂及びダイカスト製品の

鋳肌の問題を調らべ､筒シルミンの機械的性質とその熔

湯の流動性におよぼす不純物の影響を調べた｡即ち金型

の亀裂発生とその成徴鏡組織及び変態点以上と以下に於

シナる繰返し加 の関係､並びにダイカストの鋳肌におよ

ぼす金型温度と注入温度の影響をしらべ､また不純物と

してのFe及びZnがシルミソの常温及び高温に於ける

機械的性質とその熔湯の流動性に及ぼす影響をしらべる

と共にFel%以上を含有する不純シルミyの溌動性に

およぽすMn,Cr,Cuの影響をしらべた｡

3)銑鋳鉄中の硫黄の金 化学的研究

鉄鍋中の硫黄の挙動は非常に重要なものであり､また

興味あるものであるが､それの知見は鋼の一部を於いて

は極めて乏しく､明瞭でないことが多い｡硫黄の分析値

が分析方法により異ることや､その値が処理方荘によつ

て異って来る事等はよく知られた事柄であるが､これ等

は一つには同硫黄成分が鉄鋼中で各種の複雑な形の化合

物又は混品等を形成しているためと考えられる｡本間題

は金属化学的に非常に興味があるばかりでなく実際問題

とも深く蹟達しているのでこれを取上げ､研究を行った

ものである｡

4)酸化物陰極の研究

受信真空管にとって酸化物陰極が極めて重要なること

ほ今更述べる進もないが､日立製作所中央研究所では研

究の着手が戦時中であった事情もあり､酸化物の主成分

の一であるストロソチャムの不足に当面していたので原

料たる炭酸塩の生成並びに塗布法の合理化を図ることを

研究の出発点とし､順次炭酸塩の不純物の影響､排気操

作時往々見られる酸化物の溶融現象の解析等を行った｡

叉酸化物陰極の寿命の問題笹ついては加速寿命試験並び

に推計学的方法忙よって従来非常に困難であったこの問

題の解決の端緒を開き､長寿命陰極の開発に進みつゝあ

る｡

5)蛍光放 灯の研究

終戦後日立製作所に於て螢光放電灯の製作をすること

になり日立製作所中央研究所でもこれに協力することに

なった｡

最初先づ両端にある各電極のタyグステソ繊条端子間

に起る放電特性､主放電特性､封入ガスの純度の影響､

点灯装置等の研究を行い､次いでアークドロップの詳細

について観察し､最近では封入ガスの純度を質量分析計

で測定し､

る｡

極の問題､寿命の問題等の研究を行ってい

6)サーミスタ←の研究

温度が高くなるとその電気抵抗が滅少するような材料

を一般に半導体というが､･この半導体を使用して小さい

ピードを作り､これを硝子管に封入したものがサーミス

ターである｡近時このサーミスタ←は非常に多方面に使

用されるようになった｡日立製作所中央研究所ではこの

製作法､特性､タイムヲyスタyトと固有常数の関係等

について､研究を行っている｡侍既に電々公社に於て全

第1図 マイクロウコレーダ用直熟サーミスタ←及び

各種傍熱型サーミスタ←

Fig.1.ThermistorsforMicrowaveMeasurement

and Various Type ofIndirectly-heated

Thermistorsin Comparison with a

Matcb Stick

第2因

Fig.2.

-･･････_1恥･-

各種政務ピード型サ←ミ スター

Various Kinds of Directly-heated Bead

TypeTbmistors
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国の裸搬送回線の自動利得調整回路に､日立製作所製の

TS-G2 なる直熟塾サドミスターを使用し好成績を得て

いる｡

7)質量分析計

単牧敦賀量分析

の測定或は

は元来同位元素の分灘並びに存在比

子の衝突による気体分子の電離解離の研究

に用いられていたが､精度が高く測定結果の再現性が大

きいこと､感度が大で微量迂量分析を精密に行い得るこ

と､分析が自動的且迅速に行えること､化学的に分析困

難な不活性気体､炭化水素等の分析が容易であること等

の利点よりガス液体の定量分析に応用される｡

日立製作所中央研究所でほ昭和16年地物線型分析器

によるグロー放電中のイオソの分析を行ったが､昭和17

年頃より Nire塾(600型)分析計の試作を行い､二三

のガスの定量分析と共に正ヘキサン､シクロヘキサン､

ペソゼソのように化学構造の異なれる分子の 手簡実に

第4図 ラ ッ チ 心 肝 棚 胞

(ミクロ.トーム超切桔) ×2,500

Fig.4.The Section of Rats Livers

よる分解磯儲の研究並びにノッキングとの関連性につい

て研究を行った｡その後戦時中一時中止の状態にあった

が終戦後米国に於ける分析計の発達状況並びに応用方面

が判明するにつれて､ガス分析用質量分析計を試作､日

立迎作所多賀工場精器 により我国最初の製品として世

に送り出された｡日立製作所中央研究所では宙リークデ

テクターとしての応用及び腰々のガス分析の実験を進め

ている｡

子園傲鏡

日立製作所に於ける電子萌徴鏡研究は1939年に ●
手､

1941年に横型のHU-1と称する型を作った｡次いで､

1942年に堅型でHtJ-2塾を作り終戦後は日立製品の一

つとして取り上げ､現在はHU-8型のユニバ←サルタイ

プ及びHS-2なる小型のものが製品として売り出されて

いる｡これは基礎方面より根本的に研究を行って来た成

弟3凶 クロー′-ム酸給し黄色の顔剃ノ 入叫UUO

Fig.3.I.ead･Chromate

第5図 棉 の 早 繊 柾

Fig.5.Surface of Cotton Fiber

×1,700

葬6図 う､動態化した7ルミニウム表面 ×･3,200

Fig.6.Surface ofAlminium Oxide Film

105_
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第7図 銅のパーラ イト恕L積 ×2,400

Fig.7.Pearlite StruCture Of Steel

果であって即ち電子源､レンズ系､電気装置､操作湛､

試料作製法等のすぐれた研究の結実である｡現在筒引続

きこれらの劃期的創意に

9)超高速遠心分離機

く研究が行われている｡

遠心機が医学､生物学方面で華々しい成果を挙げてい

ることはよく知られる処であるが高分子化合物の研究手

段として有用であることが近時認められて来た｡

日立製作所中央研究所では､ 子顕微鏡試料の作製及

び高分子絶縁物研究の手段として或は又高速度廻転体の

政術を磨くため木桟を試作した｡初めは文部省に設置さ

れた超遠心分離機笹関する特別研究班妃より試作された

空気駆動のものを元とし､空気駆動超遠心分離機を試作

し､ヴィールスの精製､高分子の分子量の測定等に使用

している｡遠心力は100,000×g位である｡一方電動駆

動超遠心分離機の試作も行い､50,000r.p.m.程度のも

第8因 分析用空∴気磨区垂む超:遠心機

Fig.8.TheAir DrivenUltracentrifugeforSedi-

mentation M£aSuZ･ement

回専云数

〟 濃 度

温 最

露 出

.こさ∴㍑潤
J;･∴･ジご1

肌紹
h､

〟秒

沈降常数2相方

訝9因 ポ ワ スチ レ
ンニの沈降図形

Fig.9.SedimentationPattren of Polystyrene

のが得られている｡倍現在は遠心力200,000×g のもの

をめざして研究中で将来､本機の高性能のもの及び応用

方面について侍多くの成果が得られるものと信ずる｡

10)自記分光光度計

二つの品物の色は或る照明の元では同一に見えても他

の照明下でほ変って見えることが普通である｡これを同

じ色に見えるようにすること､或は他の照明下ではどの

ような色に見えるかを知るためには品物の分光反射率を

(透過体でほその分光吸収率)を知ることによって得られ

る｡

月
毛
董
卓
烏
卜
蜃
L
壁

しl､､､ ∴､

胎躇血甜血仰肋ノと/即∫

欝10因

Fig.10.

自記分光光度計による測定例(1試料3分)

Examples of Photometryby Self-reCOrding

Spectrophotometer(3minfol-OneSample)



この方法として光を分光して単色光にし､その各波長

の光に対する反射率曲線(透過体では吸収曲線)を画け

ばよい｡日立製作所中央研究所ではこの操作を交照測光

法を使用し自動的に曲線を画く自記分光光度計の研究を

始め､昭和27年3月室外練用吸収率測定のものを完成､

同年9月に可視郡反射用のものゝ試作が完成した｡董外

線用ほ220-580皿〃 の波長域で可視部用は 400-760

m′`の波長域である｡本磯可視反射用と同様なものは米

国G.E.で発売しているが､重外用のものは襲作されて

なく､世界では同種装置の最初のものである｡勿論可視

反射率測定用のものでも装置機儲の内容は非常に異り独

創的なものである｡

11)電子顕徽廻折装直

高分解能電子廻折装置として名古屋大学理学部上田教

授､東京工大三宅教授と日立製作所中央研究所の三者共

同で試作を完了した｡

本機の特長は

1.高分解能であること.

2.可変分散であること､

3･試料の微少面積(0.1/上平方程度)の廻折像が得

られること､

4.･牧 電子線の廻折像が撮れ､普通の廻析像よりも

多くの知 が得られ.る､

5.三段型電子項数鐘としても使用出来る､

等である｡取敢えずの性能試験の結果､分解能指数は

1.1×10-5に達した(従来の装置では2×10~4)実力メ

ラ距離(試料と乾板距離)は40cm,可変分散による最

大有効カメラ距離は200cmに達する｡倍この試作ほ昭

和26年度朝日科学奨励金及び文部省科学試験研究費の

補助を受けて行った｡

この他電子顕微鏡を用いて生因を究明しつゝある球状

黒鉛鋳鉄の基礎研究､3MVの小型ベータートロyの完

成､東京中央電話局と横須賀の近辺にある大桶山の間で

成功のうちに通信を行い得た4,000M･C･パルス時変調

多重通信送受 機の完成､蛍光放電灯用として優秀なる

二三の蛍光体の完成､暗 流~10~11Aのセシウム及びア

ソチモソ､セシウム光電管の製作､電話機送話口に使用

する特性良好なる炭素粉の製作､電子光学的研究による

卓越したブラサン管の完鼠､3箇所の動的盃(5J`Cm/cm

以上の歪1を同時に測定出来る3エレメント抵抗線盃計

の完成等々がある｡限られた紙面の都合上詳細に述べ得

ないが上期研究以前に研究完成したものとして電波の反

射の実験､1〟S程度のタイムスイヅチに使用する三点放

電管､絶縁材料としてのアニリソ及びメタクリル樹脂､

ヒドラヂy及び過酸化水 の放電による合成､半導体の

理論､冷凍機用メタルバツキソグ等枚挙にいとまないゥ

以上主要なものゝ一部分しか かったが工場よ

りの相談に応じてその都度解決したものも数多く､又日

立製品の技術的基礎を科学的探求により確

立しその真価を内外に高めるため､不断の

努力をつヾけている｡

第11図 3MVべ←･タ･-トロンによる電気ド

リル透視写其

強 j変1.7き書r Ra･

フイ/レム距離
50cェ1

露 出 7min

Fig.11.Radiograph of Motor Drillby

3MV Beatatron

第12因150kVX繰装置による電気ドリル

透視写二宣

1501(Ⅴ,1mA

フイルム匡巨離 50cln

露 出 3min

Fig.12.RadiographofMotorDrillby

150kV X-ray Apparatus
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T光一12型搬送式遠隔測定装置

Type TM-12CaTrieT Cnrrent Test

朋:etering Equipment

本装置は一通信路衝流式遠隔測定装置で東北電力株式

会社の御謀文により製作されたもので､長崎変電所(山

形県)60kV送電浪の送電々力を通信線搬送により中央

給電司令所(仙台市)に指示せしめるものである｡

木装置は従来製作せられた遠隔測定装置に比べ､次の

特長を持っている｡

1.指歳計充放電回路は継電器方式によっている事

2.自動利得調整回路を具備している事

3･低周波増･宿回路を使用していない事

4･測定回路は偲べて一箇所に集められダイヤル操作に

より測定し得る事

以上の特長は次の利点を生じている｡

1･線路損失の変化が大きい線路にも利用し得る｡

2･楓賂雑音に対し安定度が檜加した｡

3.回路が簡易化されたため､保守が容易になった｡

第13図､第】4図ほ装置の外観を示すもので､

2,300mm,巾520mlTlである｡

性能の概要は次の通りである｡

1.使用線路損失

2.伝送方式

3.衝流数

4･澱送周波数

5･測定誤差

6.指針の適応度

7.指針の振動

8.指針の 位指示

9･測定種目

10.自動利得調整

11.イソヒ㌧∵ダンス

12.耐 圧

13.電 源

14.絶 縁

本装置は上

標準30db ±10db

単周波衝流変調方式

最大30c/S

3,655c/s

標準状態に放て±2%以内

2･5秒以内

1/10目盛に於て1mm以下

測定量の

別目盛

高

と計器の機械的零とは

電力×1箇

標準損失±10dbに於て圧縮率平

均26%以内

600β±20%

線路側A･C･3,500Vl分間

A.C.200V

線路接続端子､接地問50MJ2以上

交流 綻端子､接地間20M甘以上

高圧回路 接地問 5M吼以上

低圧回路 接地問20Mβ以上

の如く､ の遠隔測定装置に比し一段

と進歩した信頼度の高いものであって､今後益々広く使

用されることが期待される｡

弟13図

TM-12型搬送式遠隔測

定送量嚢置

Fig.13.

The Receiving Equip-

ment of Type TM-12

Carrier Current Tele-

metering Set

欝14図

TM-12型搬送式遠隔測

定受量装置

Fig.14.

The Transmitting'

Equipment of Type

TM-12CarrierCurrent

Telemetering Set

東洋一の大ネオン看板完成

Gigantie Neon-Sign BoardsInstalIed

at Tots11lia

日立製作所では予て画期的な計画にもとづいて､鋭意

建設中であった綜合ネオン看板がこの程完成した｡

木ネオソ看板は東海道線に沿うて日立製作所戸塚工場

内に位置し､高さ103尺の社名､社章を中央にして､左

から日立電線(夏季は日立扇風横に切換える)､日立ポ

yブ(夏季は日立冷蔵庫に切換える)､日立モートル､

ヒタチラソブ､日立真空管､日立電話機の順に7基より

成るネオソ群で､規模匿於て日本最大であり社章に於て

第15図

Fig.15.

108.-_

東洋一の大ネ オ ン 看板

Huge NeonTSign GroupsDraw

Hitachi,s Mark and Product

NamesalongtheT6kaid6Line

at Nig‡1t

′



第16図 東 洋
一 の 日 立･ネ オ

Fig.16.Hitachi,sNeon･SignGroupsClaimingthe

ソ 群

0rientalLargest

はさすがの米国も顔まけする東洋最大のものである｡今 自慢のものである｡

や夜目にも美しい東海道名物の一つとして日立製作所の

へ●･◆◆■･･●.◆･･ノ◆.●･●■▲い◆●へ･･●･へ･･･‥･●･▲◆･･･●■●･●･■･･り…･･●･‥･◆･●･ハ･･･◆■◆■●ノ●◆◆◆◆◆･･･●･へ●･･･●･･一●･･●･●-●･●･･･t●●･●･●‥●･●■◆･■･●-･●へ●●●●`●●◆･･-･-一▼◆◆〃●･へへ◆-◆‥t'･･●●り●●■･●●■ハ･●■◆◆

昨年11月木組別冊八0･⊥として｢気体機髄係特集

号｣を発刊､各方面より多大の御好評を賜ったが､引続

き別冊No.2としてこゝに｢測定特集号｣をお贈り致

します｡

☆

木誌に収録した論文13篇､すべて最近に於ける物質､

物体の測定法及び測定機器に関するもので､日立製作所

が誇る技術の最高峰をめざし､世界に雄飛せんとする｢日

立HS-2塾電子煩徴鏡について｣を始め､｢チセリウス

装置｣､｢分光光電光度計｣､けM-B塾日立質量分析計｣

その他劃期的なものを揃え､殊に巻頭には昭和10年創

設以来､古い歴史と不断の努力をつゞけ､日立技術研究

に貢献している｢日立研究所水力実験室｣の現状につき

詳述されている｡

倍巻頭言として､日立製作所中央研究所長菊田理学博

士よりこの特集の意義に就いて論じて頂いた｡

☆

亦､各論文の問に挿入した｢日立評論｣汎Ⅰ定に関する

既刊論文一覧表ほ､本誌創刊以来昨年末(Vol･34,No■

12)まで木誌に掲載した論文の文献で､日立製作所日立

電線工場試作課長久本万民(工博)の御労作である｡併せ

深謝したい｡

☆

太誌｢日立評論｣並に姉妹誌として｢日立｣"Hitacbi

Review= を同時刊行しているが､売行よく､毎号発売

と共に品切れとなるため､未年皮は大増刷して御希望に

添っている次第である｡

太誌新年特大号｢昭和27年度に於ける日立技術の成

果｣( まくり号)の残部も愈々僅少となったから､御入

用の方は至急御中込み下さい｡

=Hita｡hiReview=No.3も2月下旬発売の予定､御

愛読を乞う｡ (寺沢生)




